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彼
岸
会
法
要
の
ご
案
内 

春
季
彼
岸
会
大
法
要
を
左
記
の
通
り
お
勤
め
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
繰
り
合
わ
せ
ご

参
詣
下
さ
り
、
ご
先
祖
様
を
始
め
有
縁
無
縁
の
霊
位
に
対
し
て
、
追
善
供
養
の
法
味
を
捧

げ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

三
月
二
十
三
日
（
日
） 

☜
 

中
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
ご
注
意
を
。 

 
 

 
 

 

午
後
一
時
よ
り
春
季
彼
岸
会
法
要 

 
 

 
 

 

子
供
会
（
法
要
中
客
殿
一
階
に
て
映
画
を
上
映･

お
菓
子
付
き
） 

  

子
供
会
に
つ
い
て 

客
殿
一
階
に
て
映
画
の
上
映
、
ス
ー 

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
や
射
的
な
ど
の
催 

し
物
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
、
法
要
中 

の
回
し
焼
香
が
始
ま
り
ま
し
た
ら
、
子 

供
会
を
一
時
中
断
し
、
僧
侶
引
率
に
て 

お
子
様
も
お
焼
香
を
し
て
頂
き
ま
す
。 

ま
た
、
催
し
物
の
景
品
の
数
に
は
限 

り
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。 

※
中
学
生
ま
で
の
方
は
、
受
付
の
際
に
参
加
券
を
数
枚
セ
ッ
ト
に
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
致
し

ま
す
。
参
加
券
の
追
加
や
高
校
生
以
上
の
方
の
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
子
供
会
受
付
ま

で
お
尋
ね
下
さ
い
。 

 

発
行
所 

 

妙
法
山 

雲
雷
寺 

編
集
長 

 

住
職 

伊
丹
瑞
廣 

編
集
員 

 

執
事 

 

自
家
用
車
境
内
乗
り
入
れ
制
限 

 
 

お
参
り
の
方
の
車
が
集
中
し
て
重
大
事
故
が
発
生
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
日
午

前
十
時
頃
か
ら
午
後
四
時
頃
ま
で
、
自
家
用
車
の
境
内
乗
り
入
れ
を
禁
止
致
し
ま
す
。
ま
た
、

当
山
周
辺
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
、
も
し
く
は
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
を
ご
利

用
下
さ
い
。
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

卒
塔
婆
供
養
料 

 

折
り
返
し
同
封
ハ
ガ
キ
に
法
名
等
を
書
い
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。(

別
紙
参
照)

申
込
ハ

ガ
キ
は
後
納
郵
便
物
で
す
の
で
、
普
通
郵
便
よ
り
約
一
日
遅
れ
て
当
山
に
着
き
ま
す
。 

ま
た
、
前
日
の
土
曜
日
と
当
日
の
日
曜
日
は
配
達
が
あ
り
ま
せ
ん
。
法
要
後
に
ハ
ガ
キ
が
来

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
投
函
し
て
下
さ
い
。 

 

春
秋
彼
岸
会
の
総
供
養
に
つ
い
て 

 
 

総
供
養
の
お
申
し
込
み
は
、
通
常
通
り
「
一
万
円
の
部
」
と
「
三
万
円
の
部
」
を
受
付
致
し

ま
す
。「
一
万
円
の
部
」
は
他
の
方
々
と
合
同
で
総
供
養
を
購
入
し
、「
三
万
円
の
部
」
は
そ
の

方
だ
け
で
総
供
養
を
購
入
し
、
御
宝
前
へ
奉
納
致
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申
込
者
が
供

養
を
希
望
す
る
先
祖
代
々
之
霊
や
戒
名
を
六
尺
塔
婆
に
浄
書
し
、
皆
様
と
共
に
ご
供
養
申
し

上
げ
ま
す
。
詳
細
は
当
山
へ
お
尋
ね
下
さ
い
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彼岸会 塔婆申込についての注意事項 

 

 令和 7年 3月 23日（日）午後 1時より、雲雷寺一真会堂にて春季彼岸会大法要を勤修致

します。その際に、卒塔婆供養を志す方は、折り返し同封ハガキに法名等を書いてお申し

込み下さい。一本につき 2,000円ご山納願います。 

 また、申込ハガキは後納郵便物ですので、普通郵便より約一日遅れて当山に着きます。

また、配達員不足の影響の為か、郵便物の遅延が顕著です。法要後にハガキが到着する場

合がありますので、お早目にお出し下さい。 

 

 申し込み方法  

① 「おせがき法要申込表(図１)」に必要事項を記入し、ポストへ投函して下さい。 

※切手は必要ありません、そのままお出し下さい。 

② 法要終了後、順次振込用紙(郵便振込用紙)を発送致します。 

※法要当日までに当山へお越しになられる場合は、その際にお預かり致します。 

 

 お 願 い  

地球温暖化防止の一助として、卒塔婆は墓地に建てずお寺で保管し、申し込みがあれば

それを読み上げて供養する事にしております。ご理解をお願い致します。なお、法事等の

卒塔婆はこの限りではありません。 

図１        図２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


